
断ちふっさのゆみ誌謁速急∫朋
≪7月の予見》

ム8　月例会　（盾I時節偲）

．勺．軸合宿方刑J鹸（塩山隼が上山払）

ユち白金頑的金（良き痢　麟嶋）

1ワ　畑遽月例金

《占日の結果≫

◆伽月別会食伽かすみ　10ゾラク0

副手赦療勝巧中痴恥硝・（卯綺）

ニ砂沼や／東上貯・かり■町牒

乙他zo中耳上線・褒絡・碑担

個人戦痕勝け　平　方魂者ユ

ニ姐　の　中　毒＝よしえ

宣紘　9　才　府上竹薙

。納れ碑知覚＝即日もた務か壱如拭拷）

倫華与さん（亜毘）ご来客が入金され牒盈

削利金lニ均仰されました．

◆珂8億線射急冷棚番？挺　叫／90

健略号中　方晶窃ユ

ニ眩　う中　位藤亥移す

壬姐　御　鵜舟甲号末

。ラ中の人ケ私（巷糾質、食紅膵藤

島田、軒狩）でのこ砿引立碑定躯l誅、

濠池で上紀のl喉仏∫ニ射りれわ。

◆l臥和良檎（翳す）

留の方々暮石塊、好芋竹・妙臥頚釘

庖痴叫三￥（敬称鴫）で、爪矧才合計月　中

で、した。窟守の翫ん、み顔れ碑加わ。

◆l乙8．地象すす野鶴習金（仰段赤手）

珍毎為　ノ鬼卸はした。

◆汚8、墟顔さレ木組′慣射て、脚がれれたく

舶卸観相切掛れ餌飢才紬紬を

録音されh嚇担レの祝留金一才『リラ、ソ仰刀

で繍かれ、7うみ摘きんが拡称、日強の

碩巷阿山の勃断つ翻射しれト。

合鳴爾纏愈

ク自性乞0日　温山車　水上山竃一

命御殿　汚、0。0円

施塊の申込奄Jこお耳射て藷も教育し、。

年数の土、卑わあ碕ちしてし一手号。

糾月・乞0飢摘竺樽桝朽妬ンず。風

浪劫の確恥才お寒紳ん・あ、気も付け下かl。

（外Z181才パ雑録です。）

～身雇も考えてLlる扇＜

雛屠互が虹作って申した。
二二一二重′＿

鍵感官希えてし、茅おば、担妨′て御報して

者雀絹表名の線状御節など碑和晩で

細雛の上、あ留針こ孝鞘周絆蓑軌、し琴。

鼻白．易い日が続きますが、頑和田げの声∫才錘 昭二えて御地レね。劾車両ル凋眈！

「易い．易、、」ヒ膏招雨．魂石目二身智を・、肘魂に机ヒ鼻班怒れてしきり的

腐乱箔も射止。漁場での鼻軌重い・っていうのはいかがでLJうか？


